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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、都市地理学的なアプローチを応用し、香港におけるホームレス問題はいかに都市空間構
造と関連しているか、またはどのような空間性を有しているか、さらにこうした空間性はホームレス
問題においてどのような影響力を有しているかについて考察し、今後のホームレス施策に対する貢献
の可能性を追究する目的を有する。 
第１章では、ホームレスを研究対象としている地理学的研究が行ってきたアプローチや理論をレビ
ューし、整理した。東アジア先進国の地理学界では、ホームレス問題に関する研究がわずかであり、
未だにほとんど研究対象になっていない。香港におけるホームレスに関する研究もこうした事例とな
っている。しかし、欧米、特に英米の場合は、ホームレスを研究対象とした（都市）地理学的研究に
よる業績が蓄積されてきた。こうした蓄積はどのように展開してきたかを第 1 章で検討した。 
ホームレスに関する都市地理学的なアプローチを検討した後、第 2 章では、香港におけるホームレ
スの実態を明らかにしている。まず、香港におけるホームレスを定義し、どのような支援が提供され
てきたかを明らかにし、次に、支援現場からのアプローチで、現場支援と中間施設の分布から、ホー
ムレス（支援）に関するポリティクスやダイナミクスとその空間性を取り上げた。これに加え、ホー
ムレスを研究対象としてきた英米都市地理学による理論の香港の事例に対する有効性を検証し、最後
に、ホームレス施策の現在の課題を解明した。 
第 3 章と第 4 章は、ホームレス施策の現在の課題と関連し、引き続き分析を加えた。こうした今日
的課題の一つは、住宅環境と密接に関係し、第 3 章では、香港におけるハウジングにアプローチした。
そのために、香港における都市空間構造をより詳細に検証し、香港のアーバンコンテクストを明らか
にした上で、ホームレス支援に関する根本的な限界を解明している。 
第 4 章では、住宅にアクセスがない路上生活者に対する最後のセーフティネットをクローズアップ
するために、支援サービス提供の最も重要な担い手である支援組織（NGO）と香港政府との関係（パ
ートナーシップ）におけるダイナミクスと課題を明らかにした。 
終章では、本論文が明らかにした主要ポイントをまとめ、ホームレスに関する都市地理学による理
論の有効性に関する議論を行なった。さらに、ホームレス施策への示唆と提案について考察し、都市
地理学が貢献できるスタンスを検証した。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
   
平成 24 年 2 月 1 日に実施された最終試験においては，本論文の研究史上の意義，論述内容の妥当性
について多岐にわたっての質疑応答がなされた。ホームレス問題がジェントリフィケーションと並ん
で欧米の都市社会地理学の革新に大きな契機を与えたが、そのインパクトについて、また本論文のス
タンスがこうした都市社会地理学にどのように照応するかの確認が行われた。ネオリベラリズムの中
での報復主義的な都市論を都市生活の改編には限界的なアプローチであると批判し、ケアの空間や寛
容の都市といったスタンスによる実践にもとづくきわめて現地に根付いたアプローチを提示したこ
とはきわめて説得的であった。ホームレス支援にあたる多くの機関や制度についてもきわめて精緻に
フォローされており、ミクロな対人サービスの分析までには至っていないが、マクロなスケールでの
分析の妥当性を確認しつつ、より包括的なケアの空間創出のための研究への方向性が明確に提示され
た。またこうしたホームレス支援の背景にある低所得者に向けた香港の住宅施策の歴史と課題の指摘
も、膨大な統計データの解析に基づいており、大いに説得的であった。さらに加えて、香港政庁時代
からの小さな政府化、ＮＧＯへの委託の歴史が、公的施策との距離の置き方にいろいろなＮＧＯの立
場を生じさせたこと、特にキリスト教中心のＮＧＯにおいて、世俗主義との葛藤や社会運動との距離
感についての奥深い洞察は、傾聴に値する内容であったと言える。今後の研究課題については、試験
においてもはっきり提示され、さらなる研究の進展が大いに期待されるものであった。 
最終試験の結果は、きわめて良好であった。 
 
